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■
そ
の
他

専
決
処
分
の
承
認
（
２
議
案
）

　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
議
会
を
招
集

す
る
時
間
的
余
裕
が
な
い
た
め
市
長
の
専
決

で
行
っ
た
条
例
改
正
に
つ
い
て
、
議
会
の
承

認
を
求
め
る
も
の
。

▽
田
原
市
市
税
条
例
等
の
一
部
改
正

　

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
負
担
調

整
の
継
続
、
軽
自
動
車
税
の
グ
リ
ー
ン
化

特
例
税
率
の
導
入
な
ど

▽
田
原
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

　

課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ
（
81
万
円
か

ら
85
万
円
）
及
び
軽
減
判
定
額
の
引
き
上

げ
（
５
割
軽
減　

24
万
５
千
円
か
ら
26
万

円
な
ど
）

消
防
車
の
購
入

　

２
０
０
０
万
円
以
上
の
動
産
購
入
の
た

め
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

▽
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車（
Ⅰ
￨
Ａ
型
）

　

契
約
金
額	

８
０
７
８
万
４
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
（
消
防
署
渥
美
分
署
に
配
備
）

▽
大
型
化
学
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車（
大
Ⅰ
型
）

　

契
約
金
額	

７
７
９
７
万
６
０
０
０
円

（
消
防
署
渥
美
分
署
に
配
備
）

▽
災
害
対
応
特
殊
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

　
（
Ｃ
Ｄ
￨
Ⅰ
型
）

　

契
約
金
額	

３
９
０
９
万
６
０
０
０
円

（
消
防
署
赤
羽
根
分
署
に
配
備
）

■
請
願

　

再
び
戦
没
者
や
戦
没
者
遺
族
を
出
さ
な
い

た
め
に
安
全
保
障
関
連
二
法
案
に
反
対
す
る

意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願
書

　

総
務
委
員
会
で
不
採
択
と
な
り
、
本
会
議

に
お
い
て
も
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
、
意
見

書
の
提
出
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

請
願
者　

安
間　

愼
・
安
間
妙
子

紹
介
議
員　

河
邉
正
男
・
赤
尾
昌
昭

（
古
川
美
栄
議
員
）
本
件
は
、
課
税

限
度
額
の
引
き
上
げ
と
、
低
所
得
者

の
保
険
税
軽
減
を
図
る
も
の
。
市
民
の
不

利
益
を
被
ら
な
い
よ
う
専
決
処
分
さ
れ
た

も
の
で
、
専
決
は
や
む
を
得
な
い
と
理
解

し
て
い
る
。

賛成
（
河
邉
正
男
議
員
）
国
の
言
い
な
り

で
保
険
税
を
引
き
上
げ
る
の
で
は
な

く
、
医
療
が
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
社
会

保
障
と
し
て
国
・
県
・
市
の
責
任
を
果
た
し
、

保
険
税
の
軽
減
を
図
る
べ
き
。

反対 討
　
論

（
河
邉
正
男
議
員
）
法
案
は
憲
法
９

条
を
破
壊
し
、
こ
れ
ま
で
の
政
府
の

憲
法
解
釈
を
根
底
か
ら
覆
す
も
の
で
、
戦

争
に
つ
な
が
る
道
で
あ
る
。
法
案
に
は
、

憲
法
か
ら
い
っ
て
も
整
合
性
は
な
く
、
憲

法
学
者
も
憲
法
違
反
と
し
て
い
る
。

採択
（
廣
中
清
介
議
員
）
自
分
の
親
族
に

も
戦
死
者
が
お
り
、
戦
争
で
悲
し
む

人
を
二
度
と
出
し
て
は
な
ら
な
い
と
強
く

思
っ
て
い
る
。
法
案
に
は
、
憲
法
学
者
さ

え
も
、
揃
っ
て
「
違
憲
」
と
の
見
解
を
示

し
た
。
意
見
書
を
提
出
す
べ
き
。

採択
（
仲
谷
政
弘
議
員
）
近
隣
諸
国
の
傲

慢
な
動
き
と
、
テ
ロ
の
脅
威
に
そ
な

え
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
容
認
し
、

国
民
の
命
と
平
和
を
守
る
に
は
法
整
備
は

必
要
と
考
え
る
。
現
在
、
国
会
で
審
議
中

の
た
め
不
採
択
と
し
た
い
。

不採択 討
　
論

大Ⅰ型

Ⅰ-A型


